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皆さん、ご存じだとは思いますが
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路線バス沿線住民宅に戸別訪問

どうして、

バスに乗って

頂けないの

ですか？



２０１１年、今から８年前に

『戸別訪問』で

ご利用頂けるお客さまを増やす
ことで成果を出した

十勝バスの野村文吾でございます

ちなみに・・・
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たけしの 『アンビリバボー 』

でも、ご存じだと思います(笑)
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この度、大変僭越ではありますが、

加藤博和先生にご指名を頂きまして

アドバイザー

のお役割を拝命いたしました
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実は、
十勝バスが取り組んだことは

とてもシンプルで、
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戸別訪問でお聞きした

お客さまのおっしゃられた通りに、

『不安解消』 と 『目的提案』 を
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9

バスの『乗り方』の説明
『目的地』の提案
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『 商品化 』 による目的地提案
「日帰り路線バスパック」

路線上の施設＋路線バス
お互いの強みを

組合せた企画商品

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える

利用者数の推移
２０１０年度：２,１００名
２０１２年度：３,２００名
２０１４年度：４,６００名
２０１５年度：５,０００名
２０１６年度：５,４００名
２０１７年度：６,５００名



戸別訪問でお聞きした

お客さまのおっしゃられた通りに、

『不安解消』 と 『目的提案』 を

ありとあるゆる方法で実践しました

ちなみに・・・
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さて、
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公共交通マーケティング
への期待
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何故だか「公共交通」には

『マーケテイング 』 が少なかった

商売の世界では

『マーケティング 』 という言葉が

飛び交っている
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「公共交通」では「理工学」的見地からの

『マーケ 』 が多かった様に感じます

私は商学部卒でお客さま商売の社長です

今の時代は「理工学×商学」的見知の

『マーケティング 』 が必要と考える
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そして、
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誤解・先入観・
固定概念・潜在意識
＝『悪い習慣』がある

『意識 』 を変えることができれば

『習慣 』 が変わる＝ 『良い習慣』
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18

バス利用のお客さまを
「増やす」してから「減らさない」

●路線の維持のためにお客さまを増やすには、
目的地検索型経路検索乗換案内アプリの導入は必要不可欠！

バスロケーション
アプリ

目的地検索型経路検索
乗換案内アプリ



十勝圏二次交通活性化推進協議会設立総会
２０１３年３月２８日開催

十勝毎日新聞２０１３年７月３０日掲載

二次交通充足地域の創造
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乗換案内アプリ『もくいくバスロケ』で
北海道全域が繋がり、オープンデータ化

北海道全域が繋がる！
北海道の路線が見える化！

ジョルダン
乗換案内

Yahoo!
乗換案内

NAVITIME 駅探 バスナビもくいく 駅すぱあと 20

オープンデータフォーマット

お客さまにとって、選択肢が多い方が、
使い勝手が良いアプリを選べる！



したがって
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『 マーケティング 』 とは

お客さま と事業者の

『誤解 』 という溝を埋めて、

正しい 『意識 』 を持つ

重要な 『道具 』 だと考えます
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しかしながら
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顧客視点・マーケットイン と

言われますが

専門用語は難し過ぎます

誰もが『分かる言葉』で誤解を解く

＝真の『マーケティング 』
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きっと
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今から数年後、『公共交通』 に関する

事業者と 全国の市民の『意識 』が

大きく変わった時に、あの時が

『潮目 』が変わった時なんだ、と

思える時が来ると確信しています
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加藤博和先生と

このマーケティング研究会が

今後、素晴らしい活動を重ねて、

成果を上げる会に発展する、ことを

ご祈念申しあげます
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公共交通マーケティング研究会 アドバイザー 野村文吾

十勝バス株式会社 代表取締役社長

28

簡単ではありますが、
ショートスピーチに代えさせて頂きます

公共交通マーケティング研究会

スタートアップセミナー

ショートスピーチ

～公共交通マーケティングへの期待 ～



１．目的および目的地検索型
乗換案内アプリの意義

29



30

(１) バスの『乗り方』の説明
『目的地』の提案

１．目的地検索型アプリの意義
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(２) 商品化 ： 日帰り路線バスパック

路線上の施設＋路線バス
お互いの強みを

組合せた企画商品

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える

利用者数の推移
２０１０年度：２,１００名
２０１２年度：３,２００名
２０１４年度：４,６００名
２０１５年度：５,０００名
２０１６年度：５,４００名
２０１７年度：６,５００名

１．目的地検索型アプリの意義



バス会社のノウハウ提供・コンサル

バス会社独自のノウハウ投入
利用者目線のシステムコンサル

経路探索アルゴリズム
解析・開発

時刻表・路線図
運賃等データ提供・確認

システム設計・確認
コンサルテーション

設計・開発・クラウド
環境提供

クラウドシステム
低コスト運用
柔軟性・データ蓄積

(３)目的地検索型・経路検索型
乗換案内アプリ『 もくいく 』の活用が必須！

32

１．目的地検索型アプリの意義

アプリケーション
アルゴリズム連携



①不安解消・目的および目的地提案→利用者増

②企画商品化による「路線の見える化」→域外利用者増

③ ＩＴによる「路線の見える化」→アナログより情報力大

④スマホ若者・青年・実年層→あと５年前後で高齢者層

⑤既存の駅名検索型鉄路系アプリ→機能しない

⑥「顧客の見える化」へはＩＴ化→ＭａａＳ実現へのベース
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１．目的および目的地検索型
乗換案内アプリの意義



２．ネットワーク化「繋がる」の意義
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十勝圏二次交通活性化推進協議会設立総会
２０１３年３月２８日開催

十勝毎日新聞２０１３年７月３０日掲載

(１)二次交通充足地域の創造
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２．ネットワーク化の意義



＜石勝線特急列車のみで導入＞
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(２) ＪＲ北海道(交通新聞社)と
競争から協創で連携

２．ネットワーク化の意義



北海道庁 ２０１８年３月策定
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(３)北海道庁「北海道交通政策総合指針」策定

２．ネットワーク化の意義



(４)乗換案内アプリ『もくいく＆バスロケ』で
北海道全域が繋がる！

北海道全域が繋がる！
北海道の路線が見える化！
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２．ネットワーク化の意義
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①単独バス事業者では目的地をカバーしきれない

②お客さまから見ると交通事業者の別は関係ない

③目的地に行けるかどうか、行けるのであれば活用する

④東京の鉄路の相互乗入れの事実・山手線内路線網と同等

⑤ＪＲ北海道は地図に載り、情報のストックが蓄積してる

⑥公共交通の全てがネットワーク化で北海道全域が繋がる
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２．ネットワーク化「繋がる」の意義



①観光旅行者は、ほとんどが個人旅行(ＦＩＴ)へ移行

②大都市圏の若年層は、既に免許不保持傾向が顕著

③インバウンド(中国)は、国際免許取得の制限に課題

④インバウンド(東南アジア)は、冬期間の運転に課題

⑤ 一次交通からの最終目的地までの路線が見えて無い

⑥二次交通の「路線の見える化」がますます重要で必要
40

『 観光立国インバウンド政策 』に潜む
地方の特性による重要な課題



３．人口減少時代においては
「お客さまを減らさない」ではなく
「お客さまを増やす」が絶対条件
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●バスロケーションシステムは

・既存のお客さまの利便性を
高めるシステム

・バスを使われていない
お客さまにとっては、
その必要性を感じられない

・人口減少の時代では
お客さまの利用を維持しても
そのままでは減少してしまう

(１) 『バスロケーション』システムは
お客さまを減らさない仕組み

42

３．路線維持のための増客



企画商品化による
アナログ的「見える化」

(２) 「目的」や「目的地」の提案により
「路線の見える化」が実現！
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３．路線維持のための増客

つまり、目的や目的地から
検索が可能ならば

◉利用者が増加する
→地元市民
→観光のお客さま
→ビジネスの出張者

結果、路線の維持が可能

この事より
明らか
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３．路線維持のための増客

(３)目的地検索型『経路検索乗換案内』アプリは

お客さまを増やす仕組み

したがって、

●ＩＴ的「見える化」の目的地検索型
経路検索乗換案内アプリは

・バスを使っていない方にとって
目的地まで行けるどうか等の
バス利用の不安を取り除く

・新たなお客さまの
バス利用の動機を高め
バスのお客さまを増やすアプリ
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３．路線維持のための増客

(４)バス利用のお客さまを
「増やす」してから「減らさない」

●路線の維持のためにお客さまを増やすには、
目的地検索型経路検索乗換案内アプリの導入は必要不可欠！

バスロケーション
アプリ

目的地検索型経路検索
乗換案内アプリ



①バスロケーションはお客さまを減らさない仕組み

②人口減少では利用者維持(減らさない)では減ってしまう

③目的地検索型アプリで不安を解消しお客さまを増やす

④市民・観光客・出張者に路線バスを使って頂く

⑤インバウンドのお客さまに路線バスを使って頂く

⑥お客さまを増やして路線を維持する
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３．人口減少時代においては
「お客さまを増やす」が絶対条件



４．データ共有と他アプリとの連携
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(１)乗換案内サービス『もくいく＆バスロケ』で
北海道全域が繋がり、オープンデータ化

北海道全域が繋がる！
北海道の路線が見える化！

ジョルダン
乗換案内

Yahoo!
乗換案内

NAVITIME 駅探 バスナビもくいく 駅すぱあと

お客さまにとって、選択肢が多い方が、
使い勝手が良いアプリを選べる！
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４．データ共有と他アプリとの連携

オープンデータフォーマット



５．ＭａａＳ for 北海道
の実現に向けて
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海外に繋がる！
海外から繋がる！

(１)もくいくを世界と繋げる！
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５．ＭａａＳ For 北海道の実現に向けて

海外データを「もくいく」に反映
「もくいく」データを海外サービス
に反映。

相互データ共有



51

(２)全体構想図

５．ＭａａＳ For 北海道の実現に向けて



公共交通マーケティング研究会 アドバイザー 野村文吾

十勝バス株式会社 代表取締役社長
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ご清聴、ありがとうございました

公共交通マーケティング研究会

スタートアップセミナー

ショートスピーチ

～公共交通マーケティングへの期待 ～


